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ji年!

ii宇ii
北
海
道
大
学
法
学
会
記
事

O
二
O
O
二
年
一
一
月
一
一
一
日
(
木
)
午
後
一
時
半
よ
り

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
の
人
種
問
題
の
変
革
の
達
成
に
お
け
る
訴
訟
の
役

割

報
告
者

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
・
ダ
グ
ラ
ス

(
ア
メ
リ
カ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ド

通

メ
リ
!
大
学
ロ

l
ス
ク
ー
ル
教
授
)

沢

恒

A一品

訳

出
席
者

十
二
名

ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
法
律
家
や
法
律
学
者
は
、
訴
訟
を
、
社
会
変
革

達
成
の
手
段
と
し
て
最
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
み
な
し
て
き
た
。
政
府

の
選
挙
さ
れ
た
部
門
が
、
人
種
的
少
数
派
や
そ
の
他
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

利
益
を
増
進
す
る
た
め
の
行
動
を
取
る
こ
と
を
し
な
い
場
合
、
裁
判
所
、

特
に
連
邦
最
高
裁
が
社
会
改
革
の
た
め
の
重
要
な
手
段
と
し
て
機
能
し
て

き
た
、
と
主
張
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
見
解
の
支
持
者
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所

に
よ
る
こ
う
し
た
役
割
の
主
要
な
例
は
、
公
立
学
校
に
お
け
る
人
種
別
学

を
違
憲
と
し
た
連
邦
最
高
裁
の
切
8
垣間回〈・

w
g丘

a
E
E
S
F
O
E判
決

3
5
c
-∞
・
お
い

2
3品
)
)
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
判
決
以
降
、
社

会
改
革
グ
ル
ー
プ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
そ
の
改
革
戦
略
の
重
要
な
側
面
と
し

て
訴
訟
を
利
用
し
て
い
る
。

近
年
、
か
か
る
見
解
に
対
し
疑
問
が
呈
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

代
表
例
と
し
て
。
開

E
E
z
m
g開
ZEE-J『
自
民
。
戸
。
要
国
O
自
己
主

gc雪
印
切
回
目

ZC
〉回

0
2
∞
R
Z
F門
UZEC刷工
-
3
3
が
あ
る
。
同
書
で

m
g
g
z
a
は
、
政
治
的
部
門
が
司
法
部
と
同
様
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を

明
ら
か
に
し
な
い
限
り
、
裁
判
所
は
社
会
改
革
に
従
事
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
裁
判
所
の
役
割
は
過
大
評
価
さ
れ
て
き
た
と
主
張
し
た
。
報
告
者
の

評
価
で
は
、
(
切

8
5】
判
決
の
よ
う
な
)
裁
判
所
の
決
定
の
象
徴
的
な
重

要
性
と
政
治
的
有
用
性
と
を
彼
は
過
小
評
価
し
て
い
る
と
思
え
る
が
、
よ

り
幅
広
い
政
治
的
サ
ポ
ー
ト
の
な
い
場
合
の
司
法
部
の
行
動
の
限
界
を
、

彼
は
正
確
に
指
摘
し
て
い
る
。

二
以
下
で
は
、
一
九
世
紀
初
め
か
ら
二

O
世
紀
中
葉
に
か
け
て
の
ア
メ
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報

リ
カ
北
部
で
の
学
校
に
お
け
る
人
種
統
合
に
向
け
た
努
力
に
つ
い
て
の
報

告
者
に
よ
る
最
近
の
研
究
を
紹
介
す
る
。
こ
の
事
例
を
通
じ
て
、
社
会
改

革
の
達
成
に
あ
た
っ
て
の
法
の
役
割
を
よ
り
一
般
的
に
|
|
訴
訟
と
立

法
の
双
方
に
つ
い
て
|
|
検
討
す
る
。

南
北
戦
争
後
、
ほ
ぼ
全
て
の
北
部
諸
州
は
学
校
で
の
人
種
分
離
を
禁
止

す
る
立
法
を
制
定
し
た
。
し
か
も
、
学
校
区
が
こ
う
し
た
人
種
分
離
禁
止

法
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
、
裁
判
所
は
一
貫
し
て
道
守
を
命
じ
て
い
た
。

し
か
し
、
北
部
の
多
く
の
地
域
に
お
い
て
人
種
別
学
は
二

O
世
紀
中
葉
ま

で
存
続
し
た
。
人
種
統
合
と
い
う
目
的
の
達
成
に
対
す
る
、
法
|
|
立

法
と
訴
訟
の
双
方
|
|
の
こ
の
失
敗
は
、
い
か
に
し
て
説
明
で
き
る
だ

ろ
、
っ
か
。

雑

法
ル

1
ル
に
対
す
る
文
化
的
・
政
治
的
サ
ポ
ー
ト
の
程
度
の
考
察
の
中

に
、
こ
の
間
い
へ
の
解
答
は
存
す
る
。
か
か
る
人
種
別
学
禁
止
立
法
の
理

由
は
、
黒
人
向
け
・
白
人
向
け
別
個
の
学
校
を
運
営
す
る
費
用
、
及
、
び
人

種
問
題
に
関
す
る
南
北
戦
争
後
の
理
想
主
義
に
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
う
し

た
立
法
の
支
持
者
は
、
北
部
の
黒
人
児
童
の
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

か
か
る
立
法
が
北
部
の
人
種
別
学
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
影
響
を
持
た
な
い

だ
ろ
う
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
立
法
は
、
人
種
統
合
に
向
け

た
切
実
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
。

一
八
九
0
年
代
に
黒
人
が
南
部
か
ら
北
部
へ
と
移
住
を
開
始
す
る
と
、

学
校
で
の
人
種
統
合
に
対
す
る
北
部
白
人
の
抵
抗
が
急
速
に
増
大
し
た
。

一
九
三
一

O
年
ま
で
に
北
部
に
お
け
る
人
種
別
学
は
広
く
行
き
渡
っ
た
も
の

と
な
っ
た
。
有
色
人
種
地
位
向
上
全
国
協
会

(
Z〉
〉

Q
J
を
含
む
北
部

の
黒
人
は
一
九
世
紀
の
分
離
禁
止
法
の
執
行
を
求
め
て
訴
訟
を
開
始
し
た
。

ほ
と
ん
ど
全
て
の
場
合
に
お
い
て
裁
判
所
は
分
離
禁
止
法
の
遵
守
を
要
求

す
る
命
令
を
発
し
た
が
、
学
校
側
は
裁
判
所
の
判
断
に
従
う
こ
と
を
拒
否

し
た
。
白
人
(
場
合
に
よ
っ
て
は
黒
人
も
)
の
幅
広
い
反
対
の
た
め
、
裁

判
所
は
し
ば
し
ば
人
種
統
合
の
遵
守
を
強
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

一
九
四
0
年
代
以
降
、
学
校
の
統
合
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
北
部
白
人
の
数

が
増
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
黒
人
の
移
住
の
結
果
、
北
部
に
お
け
る
黒

人
の
政
治
的
パ
ワ
ー
が
増
大
し
た
こ
と
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

多
く
の
北
部
黒
人
が
学
校
統
合
を
積
極
的
に
主
張
し
始
め
た
。
こ
う
し
た

動
き
を
受
け
て
、
人
種
別
学
を
防
ぐ
追
加
的
立
法
|
|
特
に
、
人
種
別

学
に
固
執
す
る
学
校
区
か
ら
州
の
教
育
資
金
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を
規
定

し
た
立
法
!
ー
ー
を
行
う
北
部
州
が
出
て
き
た
。
こ
う
し
た
新
た
な
立
法

の
結
果
、
以
前
は
あ
け
す
け
な
人
種
分
離
を
行
っ
て
い
た
北
部
の
学
校
区

の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
れ
を
止
め
た
。
た
だ
、
当
時
の
北
部
で
の
人
種
別
学

の
多
く
は
都
市
部
に
お
け
る
居
住
地
区
の
分
離
が
引
き
起
こ
し
た
も
の
で

あ
り
、
新
法
は
こ
れ
を
取
り
扱
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
多
く
の
北

部
の
立
法
者
は
、
か
か
る
追
加
的
措
置
が
北
部
に
お
け
る
人
種
別
学
に
ほ
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と
ん
ど
影
響
を
持
た
な
い
と
い
う
認
識
の
下
に
、
新
法
を
支
持
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

北
部
に
お
け
る
人
種
別
学
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
す
る
法
的
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
歴
史
は
、
よ
り
幅
広
い
文
化
的
・
政
治
的
サ
ポ
ー
ト
の
な
い
中
で
社

会
変
革
を
達
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
立
法
と
訴
訟
の
双
方
の
点
で
の
法
が

持
つ
限
界
を
示
唆
し
て
い
る
。
確
か
に
、
既
に
強
力
な
文
化
的
・
政
治
的

支
持
の
あ
る
社
会
改
革
を
実
行
す
る
に
際
し
て
は
、
法
ル

l
ル
と
司
法
的

決
定
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
広
い
サ
ポ
ー

ト
の
な
い
法
ル

l
ル
・
司
法
的
決
定
は
、
限
定
さ
れ
た
有
効
性
し
か
持
た

な
い
と
言
え
る
。

法学会記事

質
疑
に
お
い
て
は
、
日
米
の
立
法
過
程
の
差
が
裁
判
所
に
よ
る
違
憲

審
査
の
態
度
に
及
ぼ
す
差
異
、
黒
人
に
よ
る
政
治
的
影
響
力
の
獲
得
の
回

路
、
司
法
判
断
が
持
つ
象
徴
的
重
要
性
の
意
義
、
人
種
以
外
の
領
域
に
お

け
る
社
会
改
革
に
関
し
て
訴
訟
・
裁
判
所
の
持
つ
役
割
の
異
同
と
個
別
的

研
究
の
必
要
性
(
特
に
、
同
性
愛
者
の
権
利
に
つ
い
て
、
裁
判
所
の
態
度

は
消
極
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
訴
訟
が
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
報
道
さ

れ
る
こ
と
で
、
同
性
愛
者
が
結
果
的
に
政
治
的
な
勝
利
を
収
め
て
い
っ
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
)
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。

文
責
一
会
沢
恒
)

O
二
O
O
二
年
二
一
月
五
日
(
木
)
午
後
二
時
半
よ
り

「
欧
州
社
民
の
変
容
と
新
し
い
極
右
|
|
北
欧
を
中
心
に
」

報

告

者

宮

出
席
者

本

太

1'$ 
十
名

本
報
告
の
内
容
は
、
「
新
し
い
右
翼
と
福
祉
シ
ョ
ー
ビ
ニ
ズ
ム
|
|
反

社
会
的
連
帯
の
理
由
」
(
斉
藤
純
一
一
編
『
講
座
福
祉
国
家
の
ゆ
く
え
第

五
巻
福
祉
国
家
/
社
会
的
連
帯
の
理
由
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
、
二

0
0

コ
一
年
)
に
刊
行
予
定
で
あ
る
。
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